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文京アカデミー構想の概要 

 
１構想の意義 

 本構想は、生涯学習・文化・スポーツ施策の様々な課題について、全庁的な視点からの検

討を行い、効率的で柔軟な対応を行うための体制を構築することで「区内まるごとキャンパ

ス」化を実現し、最先端の生涯学習と新たな文化・芸術を協働・協治により、幅広く展開す

る「生涯学習都市・文京」を築くものである。 
 
文京アカデミー構想とは、最先端の生涯学習を「区内まるごとキャンパス」化して展開する

政策名である。 
 
２基本的な方向性 

(1) 多様な学習講座の拡大 

 従来の基礎的、導入的な講座だけではなく、高度・専門的な知的欲求やキャリアアッ

プに対応する学習機会を提供し、先進的な講座、多様な講座の受講を可能にする。 
(2) 大学等の教育・文化資源の活用 

 大学や各種法人の文化施設や資料などの地域資源の一層の活用を図る。 
(3) 学習の成果を活かす 

 高度な知識習得や長期開講講座を設けるとともに、学習成果や能力を発揮する機会の

提供等地域貢献の場を広げ、受講者の意欲･達成感を高める。 
 
３目標実現のための方策 

(1) ３つのネットワーク 

 本区は、これまでも先駆的な事業に取り組んできたが、これをさらに充実･拡大するた

めに、大学や文化施設などの本区の地域資産を最大限活用できるよう、３つのネットワ

ークを構築し事業展開を図る。 
① 学びのネットワークの構築 
② 教育･文化資産のネットワークの構築 
③ 人づくりネットワークの構築 

(2) 推進体制の考え方 

① 基本的な考え方 
アカデミー構想を実現する体制としては、区民の意向が速やかに反映され、生涯

学習・文化・スポーツ行政が総合的・横断的に展開でき、区長のリーダーシップが

発揮される組織として､区長部局内に一体化する。 
 また､より迅速で柔軟性、効率性の高い事業を実施するため､文京区地域・文化振

興公社を活用する。 
② 生涯学習・文化施策の再構築 

生涯学習・文化・スポーツ行政の所管組織を抜本的に見直し、効率的で機動力の

あるものに再構築する。 
③ 所管施設等 
   文京アカデミー所管施設等８施設(18 ヵ所) 
④ 区民との協働 
   本構想は、区民、大学等の力を地域で最大限に発揮できるようにすることを目指

しており､今後は､区民や各種団体等で構成する協議の場も設け、従来にも増して協

働の取組みを充実させる。 
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文京アカデミー構想 実施事業 

 

基本的な方向性 目標実現のための方策 実施した主な事業等 

多様な学習講座の拡大 

学びのネットワーク構築（生涯学習･スポーツ会議） 

事業例 

ｱ．キャリアアップや高度な講座の開設 

ｲ．企業メセナなどとの連携講座 

ｳ．大学等連携組織の構築 

ｴ．学習講座体系の再構築 

・資格取得キャリアアップ講座 

・メセナ講座 
・ｅ-ネットラーニング活用講座 

・大学プロデュース講座の拡大 

大学等の教育・文化資源の活用 
 

教育・文化資産のネットワーク構築（文化芸術会議） 

事業例 

ｱ．大学等の教育・文化施設の地域開放の拡大 

ｲ．区内文化施設のネットワーク構築 

ｳ．文の京ミニツアーマップの作成 

ｴ．文京アカデミー会員制度の検討 

ｵ．学習・文化情報を満載した「地域情報誌」の刊行 

 

・柔道教室：講道館 

・スポーツ指導者講習会：順天堂大学 

・Ｂヴィレッジ（文京中学サッカーヴィレッジ）開催：

日本サッカー協会 

・文の京ミュージアム・ネットワークを設立  

・文京アカデミー会員制度検討 

・情報誌スクエアの発行 

・文京ミューズフェスタ開催 

学習成果を活かす 

人づくりネットワーク構築（国際・観光会議） 

事業例 

ｱ．区独自の資格制度等の創設 

ｲ．若手アーティストへの場の提供 

ｳ．国際化ネットワーク会議 

ｴ．文京フィルムコミッションの研究 

・生涯学習司講座 

・区民大学サポーター養成講座 

・地域文化インタープリター講座 

・生涯学習司の区民大学区民提案型講座企画 

・英語観光ボランテイア育成講座 

・文京アカデミアゼミ講座 

・夏休み子どもアカデミア講座 

・大学連携講座 
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